
2026.5.20

証券コード 2004

2026年3月期 決算説明会

皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきました、
社長の塚越でございます。
本日は大変ご多忙の中、当社グループの2026年3
月期の決算説明会にご出席をいただきまして、誠に
ありがとうございます。
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01 2026年3月期 業績概要

02 中期経営計画26-29

03 2027年3月期 業績予想

参考資料

こちらが本日のアジェンダになります。
最初に、2026年3月期の業績概要。次に、中期経営
計画の26-29。最後に、2027年3月期の業績予想
につきまして、ご説明させていただきます。
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01 2026年3月期 業績概要

最初に、2026年3月期の業績概要になります。
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2026年3月期 業績ハイライト

⚫ 食品事業は前期並みだったが飼料事業は増収

（単位：億円）

増収     9億円
増減率 0.3％3，354億円

（単位：億円）

売上高 営業利益 119億円 増益  8億円
増減率 7.3％

3,350 3,463 3,344

41 131 111

3,354

119

⚫ 鶏卵の販売価格の堅調な推移

連結ベースでの売上高は3,354億円、前期比プラス9億円、
0.3％の増収となりました。増収の主な要因は、食品事業は
販売価格が前期を下回ったために減収となりましたが、鶏
卵が好調の飼料事業の増収分がこれをカバーしたというこ
とであります。
営業利益は119億円と、前期比プラス8億円、7.3％の増益
となっております。
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2026年3月期 業績ハイライト

（単位：億円）

3,354億円売上高 営業利益 119億円
（単位：億円）

こちらのスライドは、売上高と営業利益をセグメント別に
表したものになります。
売上高は、食品事業は原料穀物価格の下落に伴う販売価
格の低下により減収となっております。飼料事業の販売数
量は減少しておりますが、鶏卵価格が堅調に推移したこと
により増収となりました。
営業利益は、食品事業が前期比で3億円の増益、飼料事業
が前期比で5億円の増益となっております。
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2026年3月期 営業利益の増減要因

2026年3月期 119億円 前年差  8 億円

（単位：億円）

営業利益

食品事業▲21

飼料事業▲3

その他  +4

食品事業+1

飼料事業▲0

食品事業+37

飼料事業+ 7

その他   ▲3

次に、営業利益の増減要因を示したものです。
グラフの通りで、販売価格差では21億円のマイナス。売
上原価差は、原料穀物の価格が前期を下回っております
ので、41億円のプラスとなっております。物流費などの
販管費の増加に対しまして、適正価格での販売に取り組
んだことで、8億円の増益となりました。
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同期差

増減率

食品事業 109 113 3 3.2%

売上高
FY24
4Q

FY25
4Q

前年
同期差

増減率

製粉 1,063 1,036 ▲27 ▲2.6%

製油 938 947 8 0.9%

糖質 658 655 ▲2 ▲0.4%

その他食品 74 79 5 6.7%

食品事業合計 2,735 2,718 ▲17 ▲0.6％

2026年3月期 セグメント別売上高・営業利益

FY25-4Q 2,718億円

前年同期差 ▲17億円

増減率 ▲0.6％

FY25-4Q 113億円

前年同期差  3億円

増減率 3.2％

食品事業 売上高

食品事業 営業利益

（単位：億円）

（単位：億円）
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⚫ 原料穀物相場の影響により販売価格が前期を下

回ったことなどが影響し、減収

⚫ 販管費増加分に対して適正価格での販売に取り

組んだことで増益

⚫ 製油は適正価格での販売と付加価値製品が寄与

セグメント別に少し詳しくご説明させていただきます。
最初に食品事業ですが、当社の強みであるマーケット分析力
を活かしたターゲット業態ごとのソリューション型営業の強化、
およびグループ全体での生産拠点最適化による生産性の向
上に取り組んでまいりました。食品事業の売上高は2,718億
円。販売数量は前期を上回りましたが、前期比ではマイナス
の17億円、0.6％の減少となりました。

製粉カテゴリーは、輸入小麦の政府売渡価格が、2025年4
月に平均で4.6％、10月に平均で4.0％引き下げられました
ので、7月および1月から販売価格を改定したことで2.6％の
減収となりました。
営業利益は113億円。販管費の増加分に対して適正価格で
の販売に取り組んだことで、前期比プラス3億円の3.2％の
増益となっております。
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2026年3月期 営業利益の増減要因（食品事業カテゴリ別）

2026年3月期 113  億円 前期差  3億円食品事業営業利益

（単位：億円）

食品事業営業利益差 3億円

販売粗利差（３カテゴリ＋その他食品） +16億円

販管費差等 ▲13億円

もう少し詳しく分解したのがこちらのスライドになります。
まず製粉カテゴリーです。業務用小麦粉は販売が好調であ
りましたが、業務用・家庭用のプレミックスは苦戦いたしまし
た。販売価格差ではマイナスの23億円に対し、売上原価の
改善分が26億円ございましたので、販売粗利としては3億
円の増益となっております。
製油カテゴリーは、販売数量は前期を若干上回りましたが、
販売価格のマイナス幅が売上原価の改善分を上回っており、
販売粗利は3億円の減益となりました。
糖質カテゴリーは、販売数量は前期並みです。売上原価の改
善分が13億円ということで、販売粗利は17億円の増益と
なっております。
これら3カテゴリーと、その他食品カテゴリーを合わせた販
売粗利差は、16億円の増益となりました。結果といたしまし
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て、販管費の増加分を販売粗利の増益分が上回った
ことにより、食品事業は営業利益で113億円、前期比
3億円の増益となっております。
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飼料事業 561 587 25 4.6％

営業利益
FY24
4Q

FY25
4Q

前年差 増減率

飼料事業 4 10 5 107.2%

2026年3月期 セグメント別売上高・営業利益

FY25-4Q 587億円

前年差 25億円

増減率   4.6％

飼料事業 売上高

（単位：億円）

FY25-4Q   10億円

前年差   5億円

増減率 107.2%

飼料事業 営業利益

（単位：億円）

⚫ 配合飼料および鶏卵の販売数量は前年同期を

若干下回ったものの、鶏卵相場が堅調に推移し

たことで、増収

⚫ 販売数量は前年同期を下回ったものの、鶏卵

相場の堅調な推移により増益

次に飼料事業ですが、顧客ニーズに対する提案型営業、畜産
物の販売支援や付加価値向上へのサポートなど、生産者との
取り組みを強化してまいりました。配合飼料および鶏卵の販売
数量は、2024年10月からの鳥インフルエンザ感染拡大によ
る影響を受け、前期を下回っております。配合飼料の販売価格
は前期を下回りましたが、鶏卵相場が堅調に推移したことによ
り、鶏卵の販売価格は前期を上回りました。これらの結果、飼
料事業の売上高は587億円、前期比では25億円の増収。営
業利益は10億円で前期比5億円の増益となりました。
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連結貸借対照表

項目 2025年3月末 2026年3月末 増減

資産合計 2,555 2,749 194

流動資産 1,127 1,150 23

固定資産 1,427 1,599 171

負債合計 1,168 1,223 54

有利子負債
（リース債務含む）

505 510 4

その他負債 662 713 50

純資産合計 1,386 1,526 139

<主な要因＞
●資産の部
（＋）投資有価証券の増加
（＋）有形固定資産の増加

●負債の部
（＋）繰延税金負債の増加
（＋）設備関係債務の増加

●純資産の部
  （＋）当期純利益の計上
（＋）その他有価証券差額金の増加
（－）配当金の支払い

（単位：億円）

こちらのスライドは連結の貸借対照表になりますが、スライ
ドに記載の通りの内容となっております。
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原価に与えるコスト要素

⚫ 原料穀物相場は、中東情勢の動向、米国のバイオ燃料政策などによる影響が大きいため、今後も注視が必要

■コスト環境【原料・為替・エネルギー】

2026年3月期 2027年3月期
前提4-6月実績 7-9月実績 10-12月実績 1-3月実績

小麦  円/t ※1 66,610 63,570 63,570 61,010 61,840

大豆 ￠/Bu ※2 1,024 1,036 1,020 1,083 1,062

菜種 C$/MT ※3 634 703 632 625 682

トウモロコシ ￠/Bu ※4 471 428 406 434 450

海上運賃 us$/t ※5 45.8 51.6 57.3 52.4 50.0

為替 円/us$ ※6 148.40 145.38 149.07 155.99 157.00

LNG 円/㎏ ※7 91.5 85.7 82.9 85.9 80.2

※1：該当期間３か月前の5銘柄平均価格 ※2：該当期間の2か月前のシカゴ相場平均 ※3：該当期間の2か月前のICE相場平均
※4：該当期間の2か月前のシカゴ相場平均 ※5：米国ガルフ-ジャパンのパナマックス船（トウモロコシベース） ※6：該当期間の2か月前のTTM平均
※7：該当期間の2か月前の「財務省貿易統計」月間の実績速報値 より、本国の輸入品価額・数量から平均単価を算出

⚫ 世界的に潤沢な供給が重しとなる中、イラン情勢悪化での原油高など、地政学リスクの高まりとオイル高が穀物相場を牽引

こちらの表は、2026年3月期までの四半期ごとの穀物
相場、海上運賃、為替相場、エネルギー価格の推移、それ
と2027年3月期の業績予想の前提を示したものになり
ます。穀物相場や海上運賃、LNGなどのエネルギー価格
は、中東情勢やアメリカのバイオ燃料政策の動向に大き
く影響を受けることになります。また為替相場につきまし
ても、不安定な状況が続いておりますので、今後も注視し
ていく必要があるというふうに考えております。
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02 中期経営計画26-29

次に、先日発表いたしました中期経営計画 26-29の内容
と、一部進捗についてご説明させていただきます。
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“SHOWA Next Stage for 2025”の振り返り

⚫ 基本戦略「基盤事業の強化」と積極的な成長投資により、過去10年間着実に売上規模を拡大

⚫ 2020年度以降は原料穀物相場の急騰等、厳しい事業環境に直面したが、外部環境に左右されにくい収益構造改革に

取り組み、売上、収益ともに高い水準を維持

SHOWA Next Stage for 2025
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

（億円） (%)

1st Stage 2nd Stage 3rd Stage

中期経営計画17-19 中期経営計画20-22 中期経営計画23-25 

足場固め 確立 収穫＋SHIN-KA

売上高

営業利益率

こちらのグラフは、前・長期ビジョン期間の9年間の売上高
と営業利益率の推移を示しております。基盤事業の強化と
積極的な投資によりまして、9年間で売上規模は拡大傾向
となっております。営業利益につきましても、穀物相場の急
騰など悪影響もありましたが、全中計期間で見ると高い水
準で安定した収益が確保できております。外部環境に左右
されにくい収益構造改革が着実に進んできているという
ふうに評価しております。
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主な達成実績 次期中長期戦略の要点

“SHOWA Next Stage for 2025”の振り返り

基盤事業の強化

事業領域の拡大

サステナビリティ
経営の強化

⚫高付加価値商品への更なる注力

⚫グループ会社の統合連携の強化

と生産体制の再構築による収益

力の強化

⚫オレオケミカル・ファインケミカル

分野の更なる拡大

⚫ニュートリション分野への参入

⚫M＆Aやアライアンスによる事業

領域拡大の加速

⚫取締役会の機能強化

⚫ROIC経営管理体制の本格導入に

よる資本効率性の向上

• ボーソー油脂／サンエイ糖化の子会社化による収益の拡大

• 糖質のグループ一体運営により、業界での強固なポジションを形成することで、
物量と品質の両面において業界トップクラスに成長

• ファイトケミカルプロダクツ社との資本業務提携によるオレオケミカル事業、
ファインケミカル事業の拡大

• 東葛食品の完全子会社化による冷凍食品事業の拡大

収益拡大

組織力の強化

国内

海外

ガバナンス体制の強化

• 営業組織再編による提案力強化による新規取引先の獲得

• 原料穀物調達地域の多産地化推進による安定調達の実現

• 國成麺粉／中一食品の持分法適用会社化による、台湾における製粉事業および
鶏卵事業への新規参入

• ASEAN向けのプレミックスの製造拠点として、ベトナムにShowa Sangyo 

International Vietnam Co., Ltd.を設立

• 報酬諮問委員会／経営諮問委員会の設置

• 監査等委員会設置会社への移行

環境への配慮
• 2025年度CO2排出量削減目標（2013年度比30%削減）、食ロス削減目標（2018年度
比30%削減） 、水使用量削減目標（2019年度比9%削減）達成見込

• 千葉県匝瑳市における脱炭素化推進PJに参画

事業基盤強化 • D&Iの推進

具体的な取り組み内容ですが、基盤事業の強化では、ボー
ソー油脂、そしてサンエイ糖化の子会社化などによりまして、
収益の拡大を図ることができました。特に糖質のグループ
一体運営によりまして、業界での強固なポジションを形成
することができました。物量と品質の両面において、現在
業界トップクラスに成長しております。
事業領域の拡大では、ファイトケミカルプロダクツ社と資本
業務提携を行いまして、オレオケミカル、ファインケミカル
分野への参入を開始しております。今後の課題といたしま
しては、基盤事業のさらなる収益力の強化と、新たな収益
の柱となる事業の育成に向けた、M&Aなどの成長投資の
実行と考えております。
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2035年度 ありたい姿（新長期ビジョン）

Life Solution
人々の生活環境の向上に係る可能性のひろがり

穀物の価値を巡らせ持続可能な社会へ貢献する

食領域における可能性のひろがり
人々の食生活を想像し、穀物の可能性を深耕する

Food Solution

特殊小麦粉

機能性油脂

機能性糖質

ニュートリション分野

機能性飼料原料

バイオ・乳酸菌

医療・未病分野

未利用資源の有価物化

食の安定供給で

顧客と日常を支え

穀物の

あらゆる可能性を

ひろげていく

ファインケミカル オレオケミカル

新たな長期ビジョンといたしまして、創立100周年を迎え
る2035年に向けた当社グループのありたい姿、これを
「穀物のあらゆる可能性をひろげていく」というふうに設
定いたしました。当社グループのオリジンである穀物を起
点としまして、食の領域における可能性の広がりはもとよ
り、食の領域を超えて、人々の生活環境の向上、そして持
続可能な社会への貢献に資する、ライフソリューション分
野での可能性の広がりも追求していきたいというふうに
考えております。

15
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事業ポートフォリオマネジメント

事
業
成
長
性

価値創出領域

資本効率性

戦略的価値創出領域 付加価値創出領域

体質強化領域

⚫ オレオケミカル分野

⚫ ファインケミカル分野

⚫ ニュートリション分野

⚫ 基盤分野の高付加価値商品

⚫ 冷凍食品

⚫ 焼成パン

⚫ 不動産

進出エリアとして海外を含む

新規 注力

見極め

コア領域

基幹製品

製粉
加熱粉・プレミックス

製油
機能性油脂・こめ油

糖質
機能性糖質・バイオ・乳酸菌

⚫ 海外

製粉 製油 糖質

飼料
（食品事業の副製品の有効活用）

その中で、新長期ビジョンでは、縦軸を事業成長性、横軸を
資本効率性として、4象限で事業ポートフォリオを整理して
おります。製粉、製油、糖質、飼料を基盤分野と位置づけま
して、基幹製品を取り扱う領域をコア領域、高付加価値商
品や海外展開への取り組みにつきましては、付加価値創出
領域といたしました。
戦略的価値創出領域として、左上のニュートリション、オレ
オケミカル、ファインケミカル分野などに積極的に投資して
まいります。また、左下の冷凍食品、焼成パン、不動産、こち
らは体質強化領域といたしまして、さまざまな施策を通じ
てROIC指標の向上に取り組みつつ、今後の方向性を検討
してまいります。

16
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中期経営計画26-29の位置付け

⚫グループ会社の統合連携の強化

⚫生産体制の再構築に向けた投資の実施

⚫注力分野（Food Solution）での価値創出の取り組み強化

⚫新規分野（Life Solution）への取り組み拡大

⚫コア領域の安定的な収益構造の確立

現在

収益体質の強化

穀物の

あらゆる可能性を

ひろげていく

SHOWA VISION 2035

中計26-29

事業領域拡大と
ポートフォリオ
の変革

Food Solution

／Life Solution

での収益の最大化

Step 3

Step 1

Step 2

新中計期間は、2026年から2029年の4年間といたしま
した。この期間を「収益体質の強化期間」と位置づけまして、
注力分野であるフードソリューションでの価値創出に取り
組むと同時に、新規分野であるライフソリューションへの取
り組みの拡大、そしてグループ会社との連携強化、生産体
制の再構築を通じて、長期的に安定的な収益構造を確立し
てまいります。

17
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中期経営計画26-29 定量目標

配当性向40%または、DOE3.0%のいずれか高い方を基準とする※2

※1 ROIC経営管理体制の本格導入に当たり改めて、当社でのROICの考え方を精査した結果、計算方法の見直しを実施

 ROIC＝税引後事業利益÷投下資本（期首期末平均）、事業利益：経常利益－金融収支、投下資本：有利子負債＋自己資本

※2 事業ポートフォリオ再構築や資産売却等の一時的な特殊要因を除く

配当方針

定量KPI
2025年度
実績

2026年度
計画

2029年度
目標

差異
（2025年度比）

ROE 7.5% 6.3% 8.0% 0.5%

ROIC※1 5.1% 4.6% 6.0% 0.9%

営業利益 119億円 120億円 140億円 20億円

営業利益率 3.6% 3.4% 4.0% 0.4%

定量目標ですが、ROE 8％、ROIC 6％、営業利益 140
億円、営業利益率 4％といたしました。市場から求められ
る最低ラインであるROE 8％は必達と考えております。ま
た配当方針は、配当性向40％またはDOE 3％のいずれか
高い方を基準とし、株主還元の充実を図ってまいります。

18
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基盤分野

中期経営計画達成に向けた全体方針

達成の
ための
戦略

施策の方向性 資金配分

事
業
横
断
で
の
事
業
基
盤
強
化

● 企業価値向上に向けた取り組み

● コスト低減に向けた取り組み

● 高付加価値商品の拡販の取り組み

● 業務の効率化と高度化の取り組み

製粉 製油 糖質 飼料

新規・海外

コーポレート

研究開発

調達

物流

販売

DX

高付加価値商品へのシフト・コスト低減1

2

170億円～

価値創出投資

400億円～

基盤投資

210億円～

株主還元

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

生産強化 生産強化 生産強化 生産強化

投資アロケーション3

全体方針
収益体質の強化

基盤分野における収益力強化の取り組み×事業横断での事業基盤強化の取り組み

収益体質の強化に向けて、基盤分野における収益力の強化
と、事業横断での事業基盤の強化の取り組みを進めてまい
ります。基盤分野である製粉、製油、糖質、飼料においては、
高付加価値商品へのシフトとコストの低減、これに取り組み
まして収益力のさらなる強化を図ってまいります。また、事
業横断でのDX戦略、販売戦略などの推進によりまして、事
業基盤のさらなる強化に取り組んでまいります。さらに、新
規・海外における成長戦略の具現化と早期の収益化を目指
すために、部門を横断した推進体制を整えて取り組みを進
めてまいります。
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⚫2026年４月２２日：開業式典・メ

ディアセッションを開催

⚫在ベトナム日本国総領事、主要メ

ディア、インフルエンサーなど約

１５０名が来場

⚫昭和産業社長ほか出席、日越の

強い連携をアピール

開業披露式典の実施

⚫「SHOWA TEMPURA Batter 

Mix」を正式発表

⚫現地ニーズ（鮮やかな黄色み、ザ

クザク食感）を追求した日本品

質のプレミックス

⚫シェフによるデモンストレーショ

ンを実施

ベトナム初製造品の投入

「付加価値創出領域」における具体的取り組み

⚫ 「付加価値創出領域」の重要施策（海

外）

⚫ 人口増加と外食産業の拡大が続くベト

ナムを、ASEAN展開の重要拠点と定

義

⚫ ベトナムを起点としたグローバル供給

体制と現地開発力の融合を推進

【今後の予定】

・現地の開発力と日本で培った技術・品質

管理ノウハウを融合し、競争力のある海外

供給体制を構築することで、付加価値の

高い製品を提供

・日本品質のプレミックス需要を取り込み、

ブランド認知を一気に拡大

中計目標達成における位置付け

海外事業の加速：ベトナム拠点の稼働とグローバル展開の推進
Showa Sangyo International Vietnamを起点に、ASEAN市場の成長を取り込む

付加価値創出領域と位置づけている海外での事業の具体的
な取り組みをご紹介させていただきます。昭和産業インター
ナショナルベトナムの新しいプレミックス工場が、今年の3月
から稼働を開始いたしました。中計26-29では、ベトナムを
起点にアセアン市場の成長を取り込む方針でおります。現地
の開発力と日本で培った技術・ノウハウ、これを融合して付
加価値の高い製品を供給してまいります。
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⚫東北大学発の反応分離技術を活

用し、植物油副産物から機能性素

材とバイオ燃料を同時製造

⚫低環境負荷、高効率な独自のアッ

プサイクルプロセス

⚫自動化・最適化により量産化技術

の確立を目指す

技術的特長と優位性

⚫2024年10月：東北大学発スタート

アップ企業のファイトケミカルプロ

ダクツ社と資本業務提携

⚫2026年3月：実証設備が落成（宮城

県仙台市）

提携の経緯と進展

「戦略的価値創出領域」における具体的取り組み

⚫ 「戦略的価値創出領域」の重要施策

（オレオケミカル・ファインケミカル

分野）

⚫ サーキュラーエコノミーへの貢献を

通じた、サステナビリティ経営の具

現化

⚫ 新長期ビジョン達成に向けた新た

な収益柱の育成

【今後の予定】

実証設備での検証を通じて、量産化

技術の確立と早期の収益化を目指す

中計目標達成における位置付け

ファイトケミカルプロダクツ社 実証設備により、
未利用油資源のアップサイクル技術の社会実装に向けた検証を開始

戦略的価値創出領域と位置付けております、オレオケミカル、
ファインケミカル分野の取り組みをご紹介させていただきます。
ファイトケミカルプロダクツ社の実証設備が本年の3月に完成
いたしました。中計26-29では、実証設備での検証を通じまし
て、未利用資源のアップサイクルの量産化技術の確立を目指し
てまいります。さらに、新たな長期ビジョン達成のための収益
の柱となるように、取り組みを進めてまいりたいと考えており
ます。
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2025年度

実績

2029年度

目標

営業利益
（利益率）

2025年度
実績

中計26-29

平均目標
方針

食品事業
113億円
（4.2%）

127億円
（4.5%）

付加価値創出領域の拡
大とコア領域の効率化
による収益力強化

飼料事業
10億円
（1.7%）

8億円
（1.0%）

飼料事業の利益水準維
持と、食品事業の収益

最大化へ貢献

収益性の向上 高付加価値商品※の2029年度売上高 116%（2025年度比）

※社内で一定の基準値を定め算出

CAGR

4.2%

123億円

高付加価値商品へのシフト・コスト低減の施策

▍営業利益

製粉※1 製油 糖質

飼料事業：

食品事業（上記以外のもの）※2

食品事業：

基盤分野戦略サマリ 戦略的価値創出領域

体質強化領域

付加価値創出領域

コア領域

製粉 製油 糖質

飼料

製粉 製油 糖質

※１ 製粉、ミックス、パスタを含む
※２ 焼成パン、冷凍食品等を含む

高付加価値商品へのシフト、コスト低減の施策ですが、高
付加価値商品の2029年度の売上高を2025年度比で
116％まで拡大してまいります。基盤分野である製粉、製
油、糖質、飼料は、高付加価値商品への注力と効率化によ
るコスト低減で収益力を強化してまいります。食品事業、
飼料事業の合計で、2026年度から2029年度までの4
年間の営業利益平均額としまして、135億円を目指して
まいります。

22



Copyrightⓒ2026 SHOWA SANGYO Co., Ltd All Rights Reserved. 23

⚫鶏卵を中心とした畜産分野を含めた収益

拡大

⚫食品事業の収益最大化への貢献

⚫機能性糖質や結晶ぶどう糖等の注力商品

の更なる強化

⚫次世代収益源の創出

⚫持続的成長基盤の確立

⚫機能性油脂、こめ油等の高付加価値商品

の拡販

⚫サプライチェーンマネジメントの強化によ

るコスト低減

高付加価値商品へのシフト・コスト低減の施策

基盤分野戦略サマリ② 戦略的価値創出領域

体質強化領域

付加価値創出領域

コア領域

製粉 製油 糖質

飼料

製粉 製油 糖質

中計目標達成に向けた主な取り組み

⚫高付加価値商品の拡販等、商品ポート

フォリオの最適化

⚫グループ会社機能の最適化による収益性

の向上

製粉 製油

糖質 飼料

コア領域

コア領域

コア領域

コア領域

コア領域

付加価値創出領域

付加価値創出領域

付加価値創出領域付加価値創出領域

その達成に向けました主な取り組みをご紹介させていた
だきます。まず製粉では、高付加価値化した小麦粉と差別
化可能なプレミックスの拡販といった商品ポートフォリオ
の最適化、そしてグループ会社機能の最適化による収益
の向上を目指してまいります。
製油では、機能性油脂、こめ油などの高付加価値商品の拡
販、そしてサプライチェーンマネジメントの強化によるコス
トの低減を図ってまいります。
糖質では、機能性糖質や結晶ぶどう糖などの注力商品の
さらなる強化、そして次世代収益源の創出、適切な設備投
資と専門人財育成による持続的な成長基盤の確立を目指
してまいります。
飼料事業は、鶏卵を中心とした畜産分野を含めた収益の
拡大、そして食品事業の収益の最大化への貢献を進めて
まいります。
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⚫投資総額：約53億円

⚫内容：こめ油精製設備の更新、充

填倉庫の新設

⚫着工：2026年2月／完成：2030年

3月（予定）

投資計画の概要

⚫精製処理量の増加と製品品質の

さらなる向上を実現

⚫充填工程の生産エリアおよび製品

倉庫の拡張

⚫工場内レイアウト変更による安全

確保と労働環境改善

設備刷新のポイント

「高付加価値商品へのシフト」における具体的取り組み

⚫ 製油の付加価値創出領域における高

付加価値商品へのシフト

⚫ 戦略収益柱の強化：こめ油事業のさら

なる拡大と収益性向上

⚫ ボラティリティ低減：原料相場影響を

受けにくいこめ油比率を高め、利益を

安定化

⚫ ＥＳＧ／コスト低減：省エネルギー化設

備導入によるコスト構造の改善

【今後の予定】

2020年のグループ参画以降、収益に大き

く貢献するボーソー油脂の生産基盤を盤

石にし、こめ油事業を拡大させる

中計目標達成における位置付け

ボーソー油脂 船橋工場への設備投資により
将来にわたる安定・安全なこめ油生産体制を構築し、製油の利益安定化を推進

製油での高付加価値商品へのシフトの取り組みとして、ボー
ソー油脂への設備投資をご紹介させていただきます。約53
億円を投資いたしまして、こめ油の精製設備の更新、そして
充填倉庫の新設を決定しております。中計26-29における
収益体質強化のために、原料穀物相場の影響を受けにくい
こめ油の比率を高めてまいる考えであります。また、この設
備は省エネルギー化設備であるため、コストの低減も図って
まいります。
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事業横断での事業基盤の強化｜部門別の取り組み

取り組み 目指す成果

コーポレート

研究開発

調達

物流

販売

DX

⚫ROIC経営管理体制の本格導入

⚫グループ経営管理基盤の整備

⚫素材研究とアプリケーション開発の進化

⚫変化に強いフレキシブルな原料調達体制の構築

⚫物流拠点の再配置とグループ一体管理

⚫業態別・顧客別営業組織によるソリューション提案型営業の深化

⚫データマネジメントと生成AI活用

企業価値向上

高付加価値商品強化

調達コスト低減・安定調達確保

物流最適化

顧客ロイヤルティ最大化

業務の効率化・高度化

さらに、事業横断での事業基盤強化のために、各部門でこ
ちらのスライドにあるような取り組みも並行して進めてま
いります。
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投資アロケーション

株主還元

210億円～

営業CF

資産効率化など

キャッシュイン キャッシュアウト

M&Aなどを活用した
価値創出投資の積極実行

⚫ Food Solution
・こめ油製造設備の増強を始めとした高付加価値商品の強化
・ベトナムを中心としたASEAN地域での市場拡大

⚫ Life Solution
・オレオケミカル・ファインケミカル分野における事業領域の拡大

-バイオ燃料・石油代替技術への参入
-当社グループ素材のヘルスケア・化粧品領域への用途展開

資本効率を重視した
成長投資の実行

⚫ 安定操業のための適切な設備更新と省人化・効率化

⚫ 環境関連投資

⚫ データマネジメントのための基盤整備

株主還元の充実

⚫還元方針
・配当性向40%または、DOE3.0%のいずれか高い方を基準とする※

・投資進捗や資金状況に応じた柔軟な追加還元を実施

（4年間累計）

基盤

400億円～

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
中計26-29

(目標)

配当性向 27.9% 21.7% 28.1% 35.2% 40.0%

DOE 1.9% 2.1% 2.4% 2.6% 3.0%

1株当たり
配当金

65円 80円 100円 115円 ー

※事業ポートフォリオ再構築や資産売却等の一時的な特殊要因を除く

⚫ ROE 8％の達成を目指し、基礎収益力の強化と政策保有株式等の売却を戦略的に推進

⚫ 成長投資と株主還元のバランスを重視し、持続的な企業価値向上を実現

投資

570億円～

価値創出

170億円～

こちらが投資アロケーションになります。中計26-29は新規

事業などへの成長投資の実行に向けた収益体質の強化期間と

位置づけております。ROE 8％の達成を目指しまして、基礎

収益力の強化と政策保有株式などの売却を戦略的に推進して

いきたいと考えております。成長投資と株主還元のバランス

を重視し、持続的な企業価値向上を実現してまいります。

価値創出領域の拡大につきましては、バイオ燃料技術への参

入やこめ油の製造設備の増強、そしてベトナムを中心としたア

セアン地域での市場拡大に取り組んでまいります。また今後の

配当水準は、配当性向40％またはDOE 3％のいずれか高い

方を基準に、投資の進捗や資金状況を勘案して実施してまい

ります。
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持続的成長に向けた重要課題

マテリアリティ

穀物由来素材の
可能性の追求

食生活への貢献

社会から信頼される
安定的な商品提供

未来に繋ぐ
地球環境の実現

人財と組織力の強化

誠実な経営

取り組みテーマ

• 穀物の価値の深耕

• 新規用途追求

• 未利用資源の活用

• 多様なニーズを満たす食品の提供

• よりよい栄養へのアクセス

• 持続可能な安定生産

• 安全・安心で良質な商品提供

• 安定調達・サステナ調達

• 環境・人に優しい物流

• 気候変動対応

• 水資源の保全

• 生物多様性対応

• 組織文化の醸成

• 働きがいの向上

• 人財マネジメント

• D&Iの推進

• 事業ポートフォリオマネジメント
• リスクマネジメント
• 企業倫理・コンプライアンス
• 人権の尊重
• ステークホルダーとの対話の強化

主な機会

• 代替ニーズ対応等による市場拡大

• 副産物・未利用資源活用による新市場の獲得

• 外部連携による技術力とリソースの強化

• 知財戦略による競争優位性の確立

• 特定ニーズ対応による競争力向上 （健康食品・介護食・アレルギー・ハラール等）

• ワンストップ型ソリューション提案の拡大
• 海外市場における製品普及の加速
• 販売チャネルの多様化による需要獲得

• スマートファクトリー化による生産性革新

• 戦略的調達による競争力の向上

• 食品安全の高度化による優位性確立

• 持続可能な安定供給体制の構築

• ステークホルダーからの評価向上

• J-クレジット創出による新市場の獲得

• バイオマスの再エネ原料への用途拡大

• 成長機会拡充と適財適所による従業員ポテンシャルの最大化

• 変化に柔軟に対応できる組織文化の醸成

• 戦略的なポートフォリオマネジメントによる企業競争力の向上

• 積極的なIR/SR活動によるブランドイメージ向上

主なリスク

• 事業化遅滞による競争力低下

• 既存事業の稼働率低下

• 国内需要縮小と競争激化による減益

• 節約志向による嗜好品買い控え

• 製品事故による健康被害の発生

• 世界的な穀物需給のひっ迫

• サプライチェーンの環境・人権対応不足

• 物流網の機能不全

• 気候変動による原料生産の不安定化

• 水不足・水質悪化による操業停止

• 生物多様性対応の不足による企業価値毀損

• 人財獲得・定着の難化

• エンゲージメント低下

• D&I推進不足によるイノベーションの停滞

• ガバナンス不全による経営不健全化

• システム障害等による事業停止

中計26-29の策定に際しまして、新しく当社グループの
持続的成長に向けた重要課題を整理いたしました。ここに
示しております6つのマテリアリティに取り組み、当社グ
ループの持続的な成長につなげていきたいというふうに
思います。
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⚫投資額 35億円：延床面積 

3,900㎡、収容力190千袋の新倉

庫を建設

⚫DX一元管理：製造から保管、
ピッキング、出荷までをコン

ピューターで制御し、作業を自動

化・省人化

物流機能の改善と効率化

⚫CO2排出量削減：配送拠点集約や積

込・待機時間の短縮を通じ、車両から

の排出量を抑制

グリーン物流（環境負荷低減）

神戸工場 製粉立体自動倉庫による「持続可能な物流体制」の構築

⚫ 2024年問題への対応：ドライ

バーの拘束時間を削減し、労働環

境の改善に直接寄与

⚫ 自主行動宣言の具現化：荷主側

としての施設面改善を完遂し、持

続可能な輸送体制を構築

⚫ マテリアリティ「社会から信頼される

安定した商品供給」に向けた取り組み

⚫ 安定供給体制の盤石化：DX活用によ

り、不透明な社会情勢下でも強靭な供

給力を維持

ホワイト物流（社会的責任）

自動化・省人化により物流機能を抜本改善し、「ホワイト物流」と「グリーン物流」を同時実現

中計26-29との連動

マテリアリティの一つとしまして、「社会から信頼される安定
した商品供給」につきましての具体的な取り組みとして、
2026年2月に稼働開始いたしました神戸工場の製粉立体
自動倉庫のご紹介をさせていただきます。DXによる一元管
理を行い、自動化・省人化により物流機能を改善することで、
ホワイト物流とグリーン物流への対応を同時に実現してまい
ります。持続可能な物流体制を構築するという社会的責任
に加え、脱炭素、多角的な環境負荷低減にも寄与すると考え
ております。
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脱炭素・環境負荷低減に向けた新グループ環境目標

項目 基準年 目標年度 目標値

GHG排出量の削減（Scope1,2） 2019年度

2030年度 ▲37%以上

2035年度 ▲53%以上

2050年 カーボンニュートラルを目指す

食品ロスの削減 2018年度 2030年度 ▲30%以上継続

水使用量の削減 2019年度 2030年度 ▲12%以上（原単位）

プラスチック※1使用量の削減
2013年度 2030年度 油ハンディボトル※2:▲12%以上（原単位）

- 2030年度 プレミックス:環境対応銘柄※3数 70%以上

2019年度 2030年度 2035年度 2050年

脱炭素を経営の重要課題と捉え、2050年目標の達成に加え、食品ロス・水使用量削減を含む多角的な環境負荷低減を同時

並行で推進する

• コージェネレーション設備利用継続

• 省エネ設備・機器の導入および工程改善・効率化

• オンサイト・オフサイト太陽光発電の導入

• メタン発酵発電および工程廃棄物・副産物の燃料化

• コージェネレーション設備の燃料転換

• 熱（蒸気）製造設備の電化

• バイオマス燃料およびCO2フリー電力の利用拡大

• 蓄電池の導入、蓄電所の活用による再エネ利用の安定化

• 非化石電力証書・クリーンガス証書の購入

• J-クレジットの活用および排出量取引制度への対応

• 次世代エネルギー（e-メタン・水素・アンモニア）の利用

▍GHG排出量削減目標（Scope1,2）

カーボン
ニュートラルの
実現を目指す

▲37%

▲53%

※1 化石燃料由来容器包装材に使用するワンウェイプラスチック ※2 ハンディボトル1000g、1500g ※3 プラ使用量削減率10%以上の銘柄 2013年度プラ使用量比

省エネ・創エネ

燃料転換・
再エネ利用

オフセット・
次世代エネ利用

100%

また今回、昭和産業グループの新しい環境目標を設定いた
しました。脱炭素を経営の重要課題と捉えまして、2050
年カーボンニュートラルの達成を目指しております。それに
加えまして、食品ロス、水使用量削減を含む多角的な環境
負荷低減を同時並行で推進してまいりたいと思います。
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⚫燃料の多様化：木質チップ等の再

生可能エネルギーを活用

⚫価格変動リスクの低減：原油・

LNGの市場価格高騰や供給不安

に左右されない安定した生産体

制を構築

⚫稼働開始：2026年4月。主力工場

の基盤を強化

エネルギーセキュリティの強化

⚫設備投資額：約40億円

⚫投資回収の柔軟性：化石燃料価格

が高騰する局面では、代替効果に

より投資回収年が短縮されるポテ

ンシャルを保有

投資回収の経済合理性

鹿島工場 バイオマス発電ボイラ―稼働によるリスク耐性と経済性の向上

⚫ 2030年度目標（2019年度比37％

削減）達成に向けた具体的施策

⚫ CO2削減量：約3.7万ｔ／年

⚫ グループ全体のＧＨＧ排出量（Scope 1、

2）の約8％に相当する削減規模

【今後の予定】

環境負荷低減という社会的責任の遂行と、

燃料価格高騰時のコスト優位性確保という、

中長期的な企業価値向上に貢献

環境目標達成における位置付け

再生可能エネルギーへの転換により、環境負荷低減とエネルギー価格変動リスクへの耐性を同時実現
～化石燃料への依存度を低減し、不透明な外部環境下でも安定的な収益を創出できる体制へ～

この新しいグループ環境目標達成に向けた具体的な取り組
みといたしまして、鹿島工場のバイオマス発電ボイラーをご
紹介させていただきます。これは木質チップなどの再生可
能エネルギーを活用したバイオマス発電ボイラーとなります。
これも本年2026年4月に稼働開始しております。このボイ
ラーによりまして、グループ全体のGHG排出量の約8％相
当を削減できる見込みになります。脱炭素目標に貢献する
ことに加えまして、化石燃料への依存度を低減し、エネル
ギー価格変動に左右されにくい安定した収益の創出が可能
になるとも考えております。
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人的資本戦略

経
営
戦
略
の
実
現

人財ビジョン

支え合い、自ら考え、

挑戦する人財

人的資本戦略の3つの柱

エンゲージメント・サーベイ

「働きがい」・「対処思考」・「職場の安全性」

のポジティブ回答平均値

KPI
「SHOWAいきいき指標」

2029年度 70%以上

チャレンジ精神

イノベーション

ポテンシャルの

最大発揮

⚫従業員エンゲージメントの向上

⚫多様な価値観・働き方の受容

⚫新たな取り組みを推奨する風土

「思いやり×挑戦」文化
の醸成

⚫主体的な学び・成長支援

⚫手挙げ・公募制度の拡充

⚫海外・新規事業への挑戦機会

キャリアオーナーシップ
の実現

⚫データに基づく適財適所の配置

⚫グループ間人財交流の活性化

⚫サクセッションプランの実行

グループ人財マネジメント
の高度化

3つの戦略で「組織」と「個々」の力を引き出し、人財ビジョン、そして「ありたい姿」の実現を目指す

この実現に向けまして、人財戦略も掲げました。「支え合い、
自ら考え、挑戦する人財」、を人財ビジョンとして掲げてお
ります。人的資本戦略の3つの柱によりまして、組織と個々
の力を引き出し、経営戦略の実現を目指してまいりたいと
思っております。長期ビジョンも中期経営計画も、実際に行
動するのは「人」ですので、人財戦略と経営戦略を連動させ
ることが重要だと考えております。
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⚫社員・家族約1,000名が参画。「思い

やり×挑戦」文化の醸成の具現化。

⚫未来展：社員が発想した未来を体感

できる展示。自由に発想してよい空

気をつくることが目的

⚫バルーンリリース等：経営幹部との

交流の機会を設け、新経営理念を共

有し、組織のベクトルを統一

創立90周年イベント

⚫心理的安全性の確保：経営層との直

接対話により、失敗を恐れず自ら考

え、果敢に挑戦できる文化の定着

⚫自律型人財の躍動：挑戦を後押しす

る風土こそが、不透明な環境下での

変革を牽引する

挑戦を後押しする風土

中計目標達成を支える「組織の一体感」の醸成

⚫ 戦略完遂の原動力：強固な組織力と

挑戦する文化が、中計26-29で掲げる

各施策の実行スピードを最大化

⚫ 持続的競争優位：模倣困難な「組織

の結束力」を利益成長と企業価値向上

の源泉として定義

【今後の予定】

⚫双方向コミュニケーション：社長ブログや

工場訪問を通じた直接対話の定常化

⚫風土定着のモニタニング：エンゲージメ

ント調査などを通じた文化醸成の定量

的評価と改善

中計目標達成における位置付け

90周年イベントを起点に組織の一体感と挑戦する風土を醸成し、戦略完遂に向けた組織基盤を強化

バルーンリリース

未来展

本年の5月1日、2日に、創立90周年記念イベントといたし
まして、クルーズ船を貸し切り、社員が自由に発想した未来
を体験できるイベント、そして経営層との直接の対話がで
きる機会を持ちました。こうしたイベントを起点としまして、
強固な組織力と挑戦する文化を醸成し、中期経営計画26-
29で掲げる各施策の実行スピードアップにつながると考
えております。今後も双方向のコミュニケーション、そして
風土定着のモニタリングを継続して行ってまいりたいと思
います。
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03 2027年3月期 業績予想

最後に、2027年3月期の業績予想につきましてご説明さ
せていただきます。
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2027年3月期 業績予想

⚫ 売上高は、3,500億円と前年から増加の見込み

⚫ 営業利益は、120億円とほぼ前年並み

⚫ 鹿島工場バイオマス発電ボイラ―や神戸工場立体倉庫などの減価償却費、AI関連などの投資の費用が増加

（単位：億円）
2026年3月期

2027年3月期 
（予想）

増減
（前期比）

増減率
（前期比）

売
上
高

食品 2,718 2808 90 +3.3％

飼料 587 641 53 +9.1％

その他 48 50 2 +4.1％

計 3,354 3,500 145 +4.3％

営
業
利
益

食品 113 121 8 +7.1％

飼料 10 7 ▲3 ▲27.3％

その他 13 9 ▲4 ▲30.0％

全社費用他 ▲17 ▲17 0 +0.0％

計 １19 １20 1 +0.5％

経常利益 １44 １40 ▲4 ▲3.2%

当期純利益 106 95 ▲11 ▲10.5％

売上高は3,500億円、前期に対しては4.3％の増収。営業
利益は120億円、前期に比べると若干の増益。当期利益
は95億円で、前期比では若干の減益を計画しております。
営業利益は大きく伸びておりませんが、その要因は先ほど
ご説明させていただいた投資による減価償却費、あるい
は物流費の増加などでございます。減価償却費は先ほど
の鹿島バイオマス発電ボイラー、神戸工場立体自動倉庫、
あるいは昭和産業インターナショナルベトナムの建設、こう
したことへの投資となります。さらに先行投資といたしま
して、生成AIツールなどの導入に関する費用、あるいはデ
ジタル人財の育成に関する費用、こうしたことも織り込ん
だ計画となっております。
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2027年3月期 業績予想（営業利益）

2027年3月期予想 １20 億円 前年差  1 億円

（単位：億円）
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この結果、こちらのグラフに示す通り、事業ごとに若干の
増減はありますけれども、ほぼ前期並みの営業利益を見込
んでおります。

35



見通しに関する注意事項

⚫ 本資料は、現時点で入手可能な情報や、合理的と判断した一定の前提に基づいて策定した数値であり、

潜在的なリスクや不確実性などを含んでいることから、その達成や将来の業績を保証するものではありません。

⚫ また実際の業績等も本資料における見通し、計画等とは大きく異なる結果となる可能性がありますので、

本資料のみに依拠して投資判断を下すことはお控え下さい。

⚫ なお、将来における情報・事象およびそれらに起因する結果にかかわらず、昭和産業グループは当経営計画を見

直すとは限らず、またその義務を負うものではありません。

以上が、私からの本日のご説明となります。ご清聴ありが
とうございました。
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